
金
滞
官
邸
志
巻
廿
七

h
y

・
後
宮
岡
越
後
京
次
の
嗣
子
と
成
り
、
官
田
氏
主
総
ぎ
・
舷
後
宮

持
と
秘
す
。
二
男
は
吉
磁
と
綿
し
、
三
百
石
配
分
知
脇
は
る
。
是
も

富
岡
越
後
の
猶
予
と
成
り
、
富
田
氏
に
改
め
、
千
石
を
賜
へ
り
。
一
一
一

男
を
右
兵
衛
と
稿
す
。
家
繍
と
成

p
、
家
容
を
拙
幡
宮
‘
三
千
二
百
石

川
棚
は
り
た
り
。
一
女
あ
り
。
京
都
商
人
井
川
善
六
に
嫁
し
た
り
。

か
ぞ
う
と
し
て
百
石
‘
先
知
引
合
三
百
石
の
所
活
v
之
候
。
の
如
v
件。

寛
永
廿
一
九
月
-
日

ト
&

手リ

訓九

;ji 

牛リ

参

崩
親
族
な
る
を
、
利
常
卿
御
誌
を
以
て
被
弘
知
治
一
一
持
参
の
逃
具
等
拝

領
し
、
化
経
聞
も
三
百
石
賜
は
り
た
り
。
夫
故
兵
庫
及
び
官
聞
治
部

左
衛
門
・
聾口六
と
縁
者
の
筋
目
有
ν
之
。
然
出
出
相
官
六
能
、
世
代
医
相
成

り
、
江
戸
震
替
銀
之
内
七
百
貨
目
乎
問
へ
、
無
ν

線
引
負
之
筋
陀
相
成

り
、
他
人
を
磁
宿
に
被
ν
命
。
右
七
百
貨
目
之
銀
子
捻
上
妓
ね
‘
分
散

い
た
し
、
諸
道
具
不
v
残
資
梯
ふ
と
い

へ
ど
も
・
日
野
屑
術
の
茶
入
は

天
下
K
無
v
際
茶
入
、
警
六
家
の
震
貨
な
る
が
放
K
、
借
方
へ
申
断
、

3な

ぎ

手
放
し
不
v
仕
所
持
致
す
に
付
‘
加
賀
宰
相
公
へ
指
上
世
皮
旨
。
+
ん
右

引
負
銀
の
代
り
と
申
す
陀
て
は
一
悶
無
v
之
、
資
而
之
都
陀
指
上
世
皮

旨
。
右
茶
入
は
言
語
に
難
ν
及
見
事
成
る
ロ
同
医
て
、
七
霊
之
絡
に
入
総

有
ν
之
。
懇
撃
に
て
見
物
を
乞
候
皮
毎
に
取
出
か
ね
・
仁
治
K
申
付

け
、
恰
飾

曜
時
等
少
し
も
不
ν
越
秘
K
茶
入
の
中
を
〈
ら
宇
陀
二
・
三
百

骨タ抽出
、
共
内
に
て
毛
頭
不
v
迷
分
一
つ
磁
し
、
共
外
は
悉
く
打
と
は
し

伶
て
け
り
・
と
。
右
茶
入
井
う
つ
し
形
共
民
、
接
回
六
金
潮
岬
へ
持
多
、
指

上
皮
旨
申
問
。
共
段
俊
一
間
召
上
一
茶
入
は
警
六
筋
目
有
v
之
事
故
、
央

野
兵
庫
岱
回
治
部
友
衛
門
K
到
り
也
候
桜
に
と
の
背
中
に
て
、
兵
賄

額

H
.
治
部
左
術
門
相
封
陀
て
‘

兵
庫
方
K
今
以
て
有
v
之
と
云
々
。

ま
た
縦
漸
得
雑
記
に
云
ム
。
井
川
盤
口
六
亡
父
字
右
衛
門
代
に
指
上
ぐ

と
ん
ど
、
主
馬
あ
と
め
右
ひ
ゃ
う
ゑ
仰
付
ら
れ
、
そ
の
ほ
か
兄
弟
ど

も
に
も
.
そ
れ

λ
¥に
御
は
い
ぶ
ん
‘
モ
れ
へ
も
御
か
ざ
う
の
よ
し
‘

誠
か
た
じ
け
な
さ
し
合
の
む
ね
.
も
っ
と
も
に
候
。
モ
れ
に
つ
い
て
、

も
く
ろ
く
の
と
ほ
り
訟
く
り
給
、
悦
入
候
。
右
衛
門
よ
く
危
り
た
ち

候
や
う
に
、
せ
い
を
入
ら
れ
候
べ
く
候
ド
乙
。

九
月
十
九
日

ぜ

ん

ち

〈

治

よ

ぎ

御
返
事

前
回
氏
系
山
町
陀
云
ふ
。
利
政
第
三
女
名
よ
官
。
臨
時
野
主
路
氏
次
斐
。

従
昌利
常
卿
-
化
粧
悶
三
百
石
賜
v
之
。
延
費
四
年
十
月
朔
目
的
位
。
と
あ

り
。
ま
た
卒
保
机
仰
に
云
ふ
。
大
坂
磁
宿
井
川
善
六
が
要
は、

奥
野
兵

日
野
有
品川，
b
h
u内

岬

L

，A同

-m
'
d
へ'h
2
F宮
小

品ρ
J1、
、
/.-
f京

金
四
聞
書
政
志
倉
廿
七

る
日
野
府
術
茶
入
、
奥
野
主
間
的
方
に
預
世
在
v
之
成
、
今
般
巾
鮒
質
入

に
致
し
銀
子
調
建
、
祖
父
笹
口
六
時
分
の
滞
銀
返
納
仕
皮
旨
及
a
出
願一

安
永
九
年
四
月
十
二
日
願
之
辺
被
ι一返
下
-
回
百
被
z
由
1

渡
↓
右
茶
入
上
利

之
内
容
院
時
四
之
箱
有
ν
之
、
共
の
内
に
黒
塗
奈
に
茶
入
認
有
ν
之
。
外
K

治
長
次
郎
践
に
て
う
つ
し
の
茶
入
形
一
つ
布
v
之
。
同
上
初
之
内
容
能

之
箱
有
ν
之
。
象
牙
K
て
登
三
つ
有
v
之
、
蓋
之
恰
好
作
緋
色
々
有
v
之。

右
援
は
民
黒
徐
容
合
程
K
て
.
上
に
金
粉
に
て
‘
小
捌
山
地
江
守
殿
・片

桐
石
見
守
殿
・
古
回
線
部
殿
と

一
つ
/
¥
に
一
名
宛
紀
し
有
v
之
。
外

に
茶
入
之
袋
二
つ
有
v
之
。
紺
地
陀
地
紋
有
v
之
総
甲
織
乎
。
一
つ
は
茶

地
K
て
地
紋
有
b

之
.
烏
た
す
き
と
二
っ
と
も
札
有
ν
之
。
右
は
名
・
M

き
茶
器
な
り
し
ゅ
ゑ
袋
陀
殺
す
。

O
東
本
願
寺
別
院

背
は
装
末
寺
と
mm
し
‘
俗
に
東
末
寺
と
呼
べ
り
。
維
新
後
京
管
剥
と

稀
し
、
又
東
本
願
寺
別
院
と
改
務
す
。
按
宇
る
に
、
東
本
願
寺
別
院

の
草
創
は
、
本
光
寺
由
来
舎
に
云
ム
。
利
家
卿
の
時
、
本
願
寺
よ
り

悦
地
金
潔
陀
末
利
建
立
致
し
度
旨
被
a
申
越
-
慮
、
新
寺
院
建
立
錐
ν
紋
ν

成国
H
K
付
.
御
城
後
町
と
云
ム
蕗
に
有
v
之
専
光
寺
を
以
て
、
本
願
寺

之
別
院
に
相
立
て
.
東
末
寺
と
改
稿
す
。
然
る
鹿
利
常
卿
の
時
、
円ぺ向




